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1.発信者情報開⽰制度の法的性格
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2. ⽴法論
• 匿名性を維持した⼿続参加

– John Doe訴訟＋開⽰命令
–プロバイダを被告としつつ発信者に補助参
加の機会を与える

• ⾮訟⼿続による開⽰許可• ⾮訟⼿続による開⽰許可
–⾮公開の許可申請

• ADRの利⽤
–⾮公開メリット⾮公開メリット
–ガイドラインの下での裁定
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